
特別講演1

『デジタルヘルスは何をもたらすか？～圧倒的な国際状勢と、

深刻な国内問題～』　中里　信和　先生

2023医師連シンポジウム　アンケート集計



Q4 講演1に関するフリーコメント　何でもどうぞ

医師

看護

事務

栄養士

特別講演2
『「世界一強く、そして優しい病院」を目指して』　石橋　悟　先生

・世界の話から身近で実現出来そうな話まであり面白かった。

・てんかんのこと、多少理解が上がりました。医療者が、健康（幸せ）でないと、患者に接して
はならない（幸せとならない）

・これまでとは違った視点で医療を見れました。

・日本でのオンライン診療の遅れは致命的だと考える。規制緩和が必要だが、抵抗勢力は4
日本医師会だと思う。

・とてもわかりやすく、素晴らしい講演でした。それにしても、医師会という抵抗勢力がダメ
ですね。

・トークが上手であり、引き込まれた。

・オンライン診療をもっと広げていきたいと思いました。

・遠隔医療は今後発展させなければならない分野だと思います。

・デジタル技術による働き方かい推進していく上でのレギュレーションや意識の壁を認識で
きた.

・新たる切り口を有難うございました。

・DXに対する取り組みを、進めていく必要性を感じました。

・医療に対する情熱と、モチベーションが伝わってきました。とても刺激となりました。

・いつも岩手県中に来て下さってありがとうございます。

・今、オンライン診療で栄養食事指導の運用を関係各課と話し合いを行っていたので、タイ
ムリーなテーマでした。柔軟な考え方にたくさんのヒポイントを頂きました。ありがとうござ
います。

・オンライン診療等の活用にヒントが得られた。また心理士の方の役割や働き方について興
味深くお話を伺った。



Q7 講演2に関するフリーコメント　何でもどうぞ

医師

看護

事務

栄養士

・ライトに度肝抜かれました。

・チームビルディングの仕掛けは、県立病院は色々解決しなければならないハードルがあり
ますが、これを機に、様々な事例を共有して県立病院にフィットした仕掛け作りになればと
願います。

・自分にはない発想の体制構築だったので、興味深く伺った。考え方や対処法について参
考にしたいと思った。

・先生の講話後の会場の反応やその返答から感じるものが大きかった。

・評価が難しい。

・かなり斬新なとりくみをしていると思いました。貴重なお話をありがとうございました。

・組織のリーダーとして色々な声を聴く、「どうしたらいいとおもう？」と問いかける、任せ
る、ということはなかなか実行することが難しいと思いましたが、少しでもトライしてみた
いと感じました。

・人の話を聴くこと。思い切った行動へ。２週間休みを取る。あなたはどう思います？（どう
考えますか？）

・行動変容を期待したくなりました。

・いろんな管理者の在り方がわかりました。

・石橋院長と石巻日赤の今後の動向から目がなはせない。

・静かな語り口とは裏腹の、常識にとらわれない発想に感服いたしました。前任の金田巌先
生の上を行く素晴らしさですね！これからが楽しみです。岩手でも、そんなことができたら
良いのですが。

・斬新ではあるが今後が期待できる取り組みだと感じた。

・職員の意識を同じベクトルへ持っていくかが重要なことと改めて感じました。個人の意識
改革が求められると思います。来年度からの働き方改革でその真価が問われると思いま
す。

・前頭葉の刺激に対する反応のタイプ、それに対しての対応が参考になりました



シンポジウム「働き方改革で皆が働きやすい病院に」

Q10 シンポジウムに関するフリーコメント

何でもどうぞ

医師 ・医師を増やし、職員給料を増やすことが出来れば解決できるのにと感じた

・医療クラークとの関わりについては検討の余地がたくさんあると感じました。今後も働き
方についての企画を期待します。

・クラークの処遇，賃金の問題について理解した．吉田さん，クラークの業務マニュアルを作
成して，出版してください．

・それぞれの職種から忌憚ないご意見が聞けました。医療局や、上に立つ方々も本気で考
えてほしいものです。「できるかできないかを考えない、どうしたらできるかを、考える」

・看護師、クラーク、コメディカル全ての業種の業務負担軽減を考えないといけないと思い
ました。



事務

・都合により視聴できませんでした。

栄養士

全体的に

Q11 その他フリーコメント

医師

医師連シンポジウムで取り上げてみたいテーマのリクエスト、御提言などあればお願いします

・昨年に続き、NPさんの病院内での活躍ぶりが拝聴できて大変勉強になりました。
質疑応答でクラークについて活発に意見が出たことが嬉しく思ったと同時にまだまだ
知られていない分野なんだど実感しました。

・問題点は明らかになってきましたが、解決策はなかなか見つかりませんね。

・吉田朗さんへ「クラークさんにしてほしいこと」を全てのDrに、電子メールとかでアンケー
トをとって下さい。ニーズを今まで尋ねられたことはありませんでした。科による違いはPt
の性質の違いなんで（それこそフレンチや中華みたいに）仕方ないと思います。一人きりで
外来診療をしたことがないのでクラークさんいると心強いです（自分でコピーとりにいく
のしんどい）各科のマニュアルあるんですか？

・Web参加予定でしたが、都合で参加出来ませんでした。

・大変お疲れ様でした。マイクの感度良好で、聞きやすかったです。医師がしっかりとコミュ
ニケーションをとることでかなり様々なことが改善されると思います。

・働き方改革は国をあげてとりくんでいることであり、進めていく上で医療局全体で意識の
共有が必要であると考えています。

・内容の濃いシンポジウム、ディスカッションでした。盛り上がりました。リアリティある現状の
課題と頑張ってきたこと。

・クラーク、看護師の話題があってよかった。

・各部署に、いろんな問題が山積みしていることに、気付かされました。

・おつかれさまでした。

・ディスカッションが多く、良かった。

・引き続き，多職種協働，働き方改革についてのシンポジウムをお願いします．

・岩手県の今後の医療資源の在り方（二次医療圏の見直し等）

・拝聴してよかったです。
ありがとうございました。

・看護師の負担軽減のため医師がすべきことは刺さりました。医局で話あい改善したいで
す。

・シンポジストの方々、おつかれさまでした。
医療クラークの待遇が厳しいこと、人を定着させるためにキャリアプラン等を整えなけれ
ばならないことは、自分の職種にも当てはまることが多く勉強になりました。
看護師の特定、NPについては、資格取得後は専門スキルだけではなく、様々なマネジメント
の課題が大きいこと、これはどの専門資格にも共通すること、早い段階でマネジメントを学
ぶ機会が必要では？と思いました。

・言いたいことはいっぱいあった。メッセージ機能ほしいとか。16時過ぎの指示が盛り上が
るのは、夕回診のせいか？英文診断書のスペシャル料金を設けてほしい。英語できる消内
クラークさんに英文診断書のチェックをしてもらったことがありました。



薬剤師

看護

事務

シンポジウム参加者　総計　90名

内　訳

医　師 41名 事　務 22名 看　護 14名

薬　剤 3名 放　射 1名 リ　ハ 1名

栄養士 1名 検　査 1名 所属不明 5名

その他 1名

・いろいろな職種の話を聞けて大変勉強になりました。このような有意義なシンポジウムを
続けてほしいと思います。

・今回のように、多職種の意見を共有し、再考する機会を持ってほしい。

・様々な職種からの課題について、日常で感じている事ではあるが、改めて聞くことがで
き、自分で改革はできなくとも、問題意識を持つことや理解しようとする姿勢は持ってい
たいと感じた。聴講して良かった。。
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